
　近
年
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
情
報
化
や
技
術
革
新
に
よ
り
、社
会
情
勢
は
世
界

規
模
で
急
激
な
変
化
を
と
げ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
災
害
や
コ
ロ
ナ
渦
に
お
い

て
A
I
や
5
G
に
よ
る
新
た
な
技
術
開
発
で
労
働
環
境
が
多
様
化
し
て
き

ま
し
た
。こ
の
予
測
不
能
な
21
世
紀
を
社
会
で
生
き
抜
く
た
め
、学
生
は
、自

分
の
将
来
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
自
分
自
身
で
解
を
見
つ
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　キ
ャ
リ
ア
支
援
と
聞
け
ば
就
職
活
動
中
に
利
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

学
生
は
、1
年
次
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、早
い
段
階
か

ら
自
分
の
将
来
像
を
模
索
し
て
い
ま
す
。創
造
力
や
人
間
力
を
求
め
ら
れ
る

社
会
で
、長
崎
純
心
大
学
の
教
育
を
通
し
て
新
し
い
職
業
世
界
へ
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
が
で
き
る
よ
う
、ス
タ
ッ
フ
一
同
で
応
援
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。定
期
的
に
行
っ
て
い
る
の
は
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
す
。本
学
独
自

に
実
施
し
て
い
る「
県
内
企
業
、公
務
の
バ
ス
ツ
ア
ー
」で
は
普
段
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
場
所
を
見
学
し
、ま
た
、先
輩
が
働
い
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
で
、

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
で
き
る
と
大
変
好
評
で
す
。

　ま
た
、毎
年
12
月
に
は
一
週
間
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
を
開
放
し
、全
学
年
対
象

の「
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。昨
年
の
学
生
と
企
業
と
の
交

流
会
で
は
、県
内
企
業
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、雇
用
環
境
や
今
後
の
採
用
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。ま
た
内
定
を
得
た
4
年
生
と
の

座
談
会
で
体
験
談
を
聞
く
こ
と
が
、就
職
活
動
を
控
え
た
3
年
次
に
と
っ
て

有
益
な
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、本
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
利
用
で
き
る
の
は
、4
年
次
に

限
っ
て
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。大
学
入
学
後
か
ら
、教
職
員
と
共
に
自
身

の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
こ
と
が
長
崎
純
心
大
学
で
は
可
能
で
す
。コ
ロ
ナ
禍

は
、従
来
の
就
職
活
動
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

就
職
活
動
対
策
に
素
早
く
取
り
組
み
、溢
れ
る
情
報
か
ら
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
必
要
な
も
の
を
選
択
で
き
る
よ
う
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

学生の自己実現に向けたサポート

「分からない」は悪くない
「自分が何になりたいのか分からない」
就活を控えた学生がよく口にする悩みである。2018年に実
施したアンケートによると、同じ悩みを持つ学生は67％。肌
感覚ではもっと多そうだ。そういう学生に対し、こんな声が
突き刺さる。

「大学生にもなってそんな事も分からないのか！」
これらを聞いた彼らは何を思うだろう。

「自分はこんなことも分からない人間だ..」

完璧症候群
長年学生と接して感じることがある。「完璧症候群」とも言う
べきか、自分を偽っても異常なまでに「形」を作り上げようと
する。「一つも穴があってはいけない！」と自分で自分を呪っ
ている。
不完全と失敗を恐れ、ありもしない完璧を求め続け、一歩
を踏み出すことができない。
この呪いの根源は何なのか。それは言わずもがな、周囲の
オトナ達。もちろんオトナ達も追い詰めるつもりは全くな
い。しかしまだ未熟な学生達は苦しみ、自己肯定感を著しく
下げ、どんどん自信を失っていく。

完璧な「計画」
就活はいわゆるPDCAサイクルである。ところが多くの学
生はPlan(計画)の時点で「完璧症候群」となり、次のDo(実
行)に進むことができなくなってしまう。
以上のような状況にずっと疑問を感じ、私は従来のスタイ
ルを[就活1.0]と定義し、それに代わる新たな [就活2.0]を
提唱している。
実践した学生たちは、「気持ちが楽になった」「就活が楽しく
なった」「本当に求めているものが分かった」と述べるよう
になる。
また、内定後には、「納得できる就職ができた、すっきりして
就活を終えることができる」等と述べ、気持ちが安定してい
ることが伺える。
特に差が出るのが不合格になった時。[1.0]で臨んだ学生
はかなり落ち込む。完璧を目指した自分を否定された気持
ちになるのだろう。ストイックさは一見強く見えるが、実は脆
い。一方[2.0]で挑んだ学生は「否定された」とは捉えない。
双方の価値観に相違があったと捉え、むしろ不合格は互い
にとって良いことだと前向きに捉える。

適職
そもそも適職とは何なのか、という問いはオトナにも難し
い。長年携わってみて初めて分かることで、ましてや経験が
少ない学生にはさらに困難。いくら業界研究や企業研究を
しても、インターンシップに参加しても、理解は表面的なこ
とに留まる。[2.0]はそれが学生の自然の姿であり、努力不

足でもなんでもないと捉える。
なお補足するが、業界研究や企業研究はやはりするべきで
あり、インターンシップにも参加するべきである。それでも
深い理解に至るには限界があり、それでよいという考えで
ある。

仕事を選ぶ基準
では、何をもってキャリアの選択をするのか。それは、本人
の抽象的な価値観である。
[1.0]は就職そのものをゴールとするのに対し、[2.0]は自
己実現をゴールとし仕事は手段と捉える。
キャリアにおける理論で「計画的偶発性理論」というものが
ある。これはスタンフォード大学のジョン・D・クランボルツ
教授が1999年に発表したものであり、「個人のキャリアの8
割は予想しない偶発的なことによって決定される」とし、そ
れを証明している。この理論は[就活2.0]のエビデンスの一
つとなっている。

新たな手段「シューラボ」
以上の理論に基づき、新たな就活の手段を体現化した形を
作り「シューラボ」と名付けた。
これは、学生自身が将来のキャリアや人生を築くにあたり
大事にしたい「価値観」を企業の前でプレゼンし、企業側か
ら「仕事の提案」としてオファーを出してもらう形式。
これらにより、学生と企業はより深い部分での接点ができ
ることが分かってきた。さらには、両者における先々のエン
ゲージメントの深さにもつながると考える。

予想ができない世の中、多様な価値観
「就活2.0」はまだまだ始まったばかりであるが、学生は自信
と勇気を持ち、強制せずとも自らモチベーションを上げるこ
とができている。
不安定かつ予想ができない世の中において、安心できる仕
事はもはや存在しない。そのような中、何を拠り所に学生は
就活を進めていくのか。それはもはや、本人の中にしかな
いと考える。
多様な価値観が認められる現代にこそ、このような方法は
さらに必要になってくるはずである。

就活2.0
～「分からない」は悪くない～

長崎純心大学 非常勤講師／インターンシップ指導Ⅰ・Ⅱ 担当
長崎県産業労働部若者定着課 キャリアコーディネーター 山口 晴信

シューラボでプレゼンする学生

学
事
課
キ
ャ
リ
ア
支
援

比較文化学科

サービス業
卸売業・小売業
運輸業・郵便業
金融業・保険業
教育・学習支援業
製造業
情報通信業
医療・福祉

30%
18%
18%
15%
7%
4%
4%
4%

サービス業

30%

卸売業・
小売業
18%

運輸業・
郵便業

18%

金融業・
保険業

15%

英語情報学科
金融業・保険業
運輸業・郵便業
卸売業・小売業
サービス業
情報通信業
地方公務
建設業
電気
医療・福祉

28%
21%
14%
13%
7%
7%
4%
3%
3%

サービス業
13％

金融業・
保険業
28％

運輸業・
郵便業
21％

卸売業・
小売業
14％

こども教育保育学科
保育園
認定こども園
小学校
幼稚園
施設等
医療・福祉
金融業・保険業
情報通信業
サービス業

28%
24%
21%
13%
5%
3%
3%
2%
1%

小学校
21％

幼稚園
13％

保育園
28％

認定
こども園
24％

2019年度進路状況（2020年3月卒業）

就職実績

地域包括支援学科

医療・福祉
卸売業・小売業
地方公務

医療・福祉

91％

6％

卸売業・
小売業

91%
6%
3%

人間心理学科
サービス業
金融業・保険業
医療・福祉
運輸業・郵便業
卸売業・小売業
建設業
製造業
情報通信業
教育・学習支援業
地方公務

30%
20%
17%
10%
7%
4%
3%
3%
3%
3%

サービス業
30％

医療・福祉
17％

金融業・
保険業
20％

運輸業・郵便業
10％

14 13


